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タカラガイとは 

 タカラガイとはタカラガイ科の巻貝で丸みを帯びた光沢のある殻を持っています。主に潮間帯など

に生息し暖かい海を好みます。 

 

 

研究の動機 

 色々な場所にビーチコーミングに行き多くの種類のタカラガイを拾っていくうちにその不思議な形

や美しい色に引きこまれました。そして幼貝から成貝までの様々な状態の個体を観察する中で形状や

色の変化が気になり研究しました。 

仮説 

１．背面から腹面の順で色が変化すると考えました。 

２．形が完全に変化してから色が変化すると考えました。 

考察 

図１ タカラガイの各部名称 
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写真２ メダカラの亜成貝 写真３ メダカラの成貝 

写真１ メダカラの亜成貝 

 ①メダカラの亜成貝と成貝を比べると写真１の個体の様に背

面の模様や光沢があっても歯の部分に光沢が無い個体がありま

した。ここから幼貝から成貝に模様を変える時は背面から腹面

（歯）の順番だと思われます。よって仮説１は正しいと思われ

ます。 

 ②写真４と５を比べると写真４は内唇側の歯は奥まで出来て

いません。しかし背面の模様は成貝と同じに変わっています。

幼貝から形、色が共に変わりだしているので形、模様は同時に

変わると思われます。よって仮説２は正しくないと思われます。 

 ③写真２と３、写真４と５を比べると写真２と４の亜成貝は

外唇側の歯は有りますが内唇側の歯は奥まで有りません。ここ

から外唇側から内唇側の順で歯が出来ると考えられます。 

 ④歯の形状から成貝だと推測される擦れたヤクシマダカラ、ハナマルユキダカラの背面の模様は幼

貝にとても似ていました。ここから幼貝から成貝にかけて模様を変える時は、幼貝の時の殻に新しい

色の層を重ねていくと考えられます。 

 ⑤模様が片側にしかないハナビラダカラがありました。これについては片側が擦れた結果だと考え

ました。しかし片側から模様が出来る可能性もあります。 

 ⑥ヤクシマダカラの亜成貝と成貝では大きさはほぼ変わらないものの重さが１６ｇと２８ｇと大き

く異なりました。ここから成貝になってからは軟体を大きくする事ではなく、殻を分厚くする事にエ

ネルギーを使うと考えられます。 



写真４ ハナマルユキダカラの亜成貝 写真５ ハナマルユキダカラの成貝 

まとめ 

ここまでの６つの考察からまず外唇側、内唇側の順で歯が出来、それと同時に幼貝、亜成貝の層の

上に、背面から腹面の順で新しい色の層を重ねていき、成貝になった後は殻を分厚くしていくと考え

ました。また幼貝から成貝にかけて形を変える理由について以下のように考えました。 

幼貝の時は構造を複雑にしても小さければ大型の天敵に捕食されやすいのでなるべく早く大きくし

たほうが良いが、成貝の様にある程度大きくなるとただ大きくしていくよりも構造を複雑にした方が

エネルギーをあまり消費せずに捕食されにくくなるからではないかと考えました。 

感想 

 形を変化させる理由は考察出来ました。しかし色や模様を変える理由は分からず、これを今後調べ

たいです。今回まとめた事はインターネットで調べると簡単に出てきますが、自分で調べたことで新

たな発見が多くあり楽しかったです。なので、これからも疑問に思ったことをすぐにインターネット

で調べずに自分なりに考えることを大事にしたいです。 
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